
尾倉中学校だより 「チーム尾倉」     ２０２４年４月１０日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

            

             

尾倉中学校だより  ＮＯ．１  令和 6年 4月 10日(水) 
 
 

 

皿倉山を眺めると、あちらこちらにきれいなピンク色が深緑の山を彩
いろど

り 

春を感じさせてくれます。令和６年度、尾倉中学校 新１年生の中学校生 

活がスタートしました。 

それぞれの胸に大きな期待と小さな不安を抱き、入学を迎えた皆さん、 

ご入学おめでとうございます。 

 保護者の皆様、地域の皆様、どうぞよろしくお願い致します。 

尾倉中学校は、生徒が瞳を輝かせて学び、自ら成長を実感すること。教職員は生徒の成長する姿にや

りがいを感じること。そして、保護者・地域の皆様にとって、「安心して任せられる、信頼できる学

校」となることを目指して、全力を尽くしてまいります。 

 今年度は、全校１０学級〔１年：２、２年：３、３年：２（特支学級３）〕でスタートしました。

生徒の健やかな成長、そして笑顔のために、全教職員力を合わせて取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主 素直な気持ちで精一杯努力することで、「努力は決して裏切らない」とい
うことを、身をもって体験し、知ってほしいと思います。そして、自ら目標
をもち、努力することで「やればできる」と思える経験を積み重ねてほしい
と思います。 

創造 新しいことにチャレンジしてほしいと思います。これまでの 
尾倉中、先輩方の創ってきたものを大切にしながらも、あなた 
方オリジナルの発想を採り入れ、新たな尾倉中学校を創ってい 
ってほしいと思います。 

協力 仲間とともに物事を成し遂げる喜びを知ってほしいと思い 
ます。仲間同士、よさを認め合い、ともに汗を流し、助け合 
う体験の積み重ねにより、人への思いやりの心を育んでほしい 
と思います。   

大切にしよう！１コマ、１コマを！ 
            これから中学校で行われる毎日の授業。１日６時間としたら１週間、１か月、

１学期・・・・何と１年間で１０００時間以上に。 

 これからの３年間、しっかりと積み上げていってください。 

先生方は、この１時間、１時間に魂を込めて授業を行っていきます。 

 

 

北九州市立尾倉中学校 
〒 805-0059 

北九州市八幡東区 
   尾倉三丁目 10番 1号 

ＴＥＬ(093)661-6516 
ＦＡＸ(093)651-0018 

 
 
 

《文責》 
尾倉中学校  校長  髙宮 滋 

～ 自主 創造 協力 ～ 
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〈尾倉中学校区 目指す児童生徒像〉 

夢や目標をもって、地域を愛し、地域社会に貢献できる児童生徒 

＜尾倉中学校区 小中一貫教育目標＞ 

確かな学力と豊かな心で、たくましく生きる児童生徒を育む学校 

〈基本方針〉 

① ひとりひとりに「生きる力」を育む指導 

 ○授業改善（考えを発表する場面・話し合う活動の創出）の推進 

 ○ＩＣＴを活用した個別最適な学びと協働的な学びの充実 

② 小学校から中学校への円滑な移行と一貫した指導体制の確立 

 ○国型コミュニティ・スクールを活用した地域とともにある小中一貫教育の推進 

（４－３－２制区分の明確化及び９年間をつなぐカリキュラム） 

③ 尾倉中学校区の特色を生かした一貫教育の推進 

 ○学校と地域が連携してできる学習や行事の取組の推進 

 ○「施設分離型」として、連携から一貫への取組の充実 


